
愛・地球博記念公園 公園マネジメント会議

令和元年度「第２回総会」
～県民と行政のパートナーシップにより、公園利用者の満足度向上等を目的に、

利用者目線で公園の管理運営を行う協議・実践の場～ 

日時  令和 2年 1月 28 日（火）  14:00～16:30 

場所  愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 体験学習室 2･3 

次 第 

１ あいさつ 5 分（14:00～）  

２ 議題 ( 14:05～) 

（１）令和元年度評価委員の選出について（承認） 5 分  資料１ 

３ 情報共有 ( 14:10～)  

（１）情報共有にあたり、会員で共有したいこと 15 分 資料 2 

（２）分科会の活性化を図ろう！ 15 分 (15:25～) 資料 3 

（３）活動に対する協力体制について 15 分 (15:40～) 資料 4 

（４）公園マネジメント会議の意義と仕組み  60 分 (15:05～) 資料 5 

   ・グループで話し合いましょう！ 

４ 会員情報  ( 16:05～) 

（１）知っていましたか？○○ 

横浜ゴム株式会社 新城工場 10 分 資料 6 

（２）分科会活性化プロジェクト 

イベント企画運営実行委員会（モリコロパーク秋まつり 2019 結果） 10 分 資料 7 

５ あいさつ 5 分( 16:25～)                                     

※17:00～18:00 同会場にて「会員交流会」を行います。 

休憩（10 分）



評価委員会委員の選出について 

「愛・地球博記念公園 公園マネジメント会議」運営ルールブックに基づき、当年度の活動の公正な判断

の根拠として、公園マネジメント会議（以下、「本会議」とする。）が設置する評価委員会による評価をあて

る。 

NPO、ボランティア団体、サークル等から 1名 

 企業、大学、研究機関等から 1名  

 行政から 1名 

 指定管理者から 1名 

 以上を含む、計 5名程度の委員とする。 

 立候補者等の中から事務局が案を作成し、コア会議（今年度は総会）での承認を得る。 

目的 

業務（具体的な作業） 

＜委員会の業務イメージ＞ 

年間の活動 

評価委員会の業務は、以下の３つを基本とする。 

① 令和元年度の「成果指標」に対する具体の評価を得る方法（アンケート調査等）を立案する。 

② 令和元年度の本会議の活動結果を評価するとともに、令和２年度の活動に対する提案や助言を

「評価書」にまとめ、令和２年度第１回総会で承認を得る。 

③ 令和２年度の本会議の「成果指標」と「目標値」を設定し、令和２年度第１回総会で承認を得る。 

本会議の評価委員会は、本会議の当年度活動内容の公正な判断の根拠として、「活動結果の評

価」を行い、本会議の目的の実現に向けた達成度を測ることを目的とする。 

本会議の会員は、本委員会が決定した「活動結果の評価」を尊重し、翌年度以降の活動内容へ反

映していくものとする。 
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令和元年度 評価委員の選出について 

資料１ 



令和元年度評価委員会スケジュール（ 設置期間と開催回数 ） 

事務局提案委員 

分野 立候補者 事務局推薦 

NPO,ボランティア団体、 

サークル等 

日本食育健康新聞社 インタープリターズ・ユニット 

森あそび本舗 

企業、大学、研究機関等  長久手Studio 株式会社中島工務店 

行政  長久手市役所 

指定管理者 公益財団法人愛知公園協会 

公益財団法人愛知県都市整備協会 

小計 ３ ３ 

合計 ６ 

上記６名を今年度の評価委員会の委員とすることを事務局から提案します。

① 設置期間 

評価委員会の設置期間は、令和２年１月から５月までの約５ヶ月間とする。 

② 開催回数 

評価委員会の開催回数は、２回程度の予定である。（２月、５月） 

③業務内容 

 活動結果の「評価」をおこなうとともに、次年度の活動への提案・助言をおこなう。 

 令和２年度第１回総会に「評価書(案)」として提示し、承認を得る。 

④スケジュール 

＜委員の募集・決定＞ 

評価委員会委員の募集  令和元年１１月２９日～１２月１３日 

評価委員会委員の決定  令和元年度 第２回総会（令和２年１月下旬） 

＜評価委員会＞ 

第１回（２月中旬） 

・評価方法の検討 

    ・「会員の満足度調査アンケート」の内容検討 

第２回（５月中旬） 

    ・令和元年度の活動結果の評価、令和２年度の活動に対する提案や助言の検討 

    ・評価書（案）の作成 

    ・令和２年度の成果指標と目標値（案）の作成 

＜評価書の承認＞ 

令和２年度第１回総会  令和元年度「評価書」の承認 

（６月上旬）      令和２年度「成果指標」と「目標値」の承認 



資料２

（１）情報共有にあたり、会員で共有したいこと

【テーマ１】公園マネジメント会議の意義

【テーマ２】公園マネジメント会議の仕組み

第１回コア会議で、以下の２つのテーマについて話し合いました。活動の意義や活動内容を

話し合うことで、公園マネジメント会議についての理解を深めて行きたいと思います。

プログラム

説明（5分）

セッション１（15分）テーブル毎にグループワーク

全体共有１（10分）各テーブル毎に発表

プログラム

説明（5分）

セッション２（15分）テーブル毎にグループワーク

全体共有２（10分）各テーブル毎に発表

（４）公園マネジメント会議の意義と仕組み

（２）分科会の活性化を図ろう！

（３）活動に対する協力体制について

第２回、第３回のコア会議で、「公園マネジメント会議のあり方」を話し合う上で、課題を

絞って協議することとした。そこで、[課題１：分科会制度の見直し]、[課題２：特権の取り扱

いの再整理]について議論しました。

３ 情報共有

第１回総会で、令和元年度は「公園マネジメント会議のあり方」を再度話し合おう！と決めました。

その後、コア会議では以下のような協議をしてきた。

第１回 総会
R1.6.4

第１回コア会議
R1.8.27

第２回コア会議
R1.11.7

第３回コア会議
R1.11.28

第２回 総会
R2.1.28

第４回コア会議
3月上旬

次年度
第１回総会

運用ルールブックの改定(案)を協議し決める。

運用ルールブック改訂の【承認】する。

 今年度の議題として「公園マネジメント会議のあり方」を
話し合うことを確認した。

会議の「意義」や「仕組み」の再確認した。

取組むべき課題の確認。
「分科会制度の見直し」を協議し解決策を決めた。

「特権の取り扱いの再整理」を協議し解決策を決めた。

コア会議等これまでの検討の情報共有する。



資料3
（２）分科会の活性化を図ろう！

第２回コア会議で、分科会制度の見直しを行いました。
分科会は、総会やコア会議で協議したことを実践する組織であり、公園マネジメント会議にお

いて、大切な役割を担っている。そのため、以下の内容を取り組むことで“活動の活性化”と

“情報の共有化”を図ることとする。

※フローの内容は、運営ルールブック

に追記して、次年度第１回総会で

承認をえる。

※今回の見直しで、全ての分科会を

一旦解散して、今後も活動の意思

がある分科会は、再度、活動計画

を立てて設立する。

※その後は、毎年の活動報告の提出

をお願いします！！



資料４
（３）活動に対する協力体制について

第３回コア会議では、活動の協力体制について議論しました！

皆さんから、地球市民交流センターの先行予約について「自分たちの団体の活動で利用してい

る。」、「公園マネジメント会議の活動のために使われていない。」などの意見があり、これら特

権的な取り扱いを再整理しました。

公園マネジメント会議としての活動は、“公園来園者のために何ができるか”を考えて行うもの

であり、各自の団体が有利になることを優先して考えるものではない。そこで、特権的になってい

る取り扱いを以下のとおり見直しました。

※以上の内容は、運営ルールブックに内容を追記して、次年度第１回総会で承認をえる。

再整理の概要

特権的な取り扱いとなっているが、本来あるべき取り扱いは!?

対象を「会員」から「分科会」に
見直す。

現状維持。
ただし、手続きの見直しは行う。

現状維持。
ただし、手続きの見直しは行う。

現状維持。
ただし、手続きの見直しは行う。

分科会は、
　ネットあいち等で予約する有料施設の優先予約ができる。
　（内容や場所など調整が付いた場合に限る）

会員は、
　地球市民交流センターの12ヶ月前から先行予約ができる。

分科会は、
　公園管理事務所のコピー機を無料で使用できる。
　（年間の上限あり）

分科会は、
　公園管理事務所で備品を無料で借りることができる。
　（ただし、内容や場所など調整あり）

公園マネジメント会議は、総会やコア会議で協議、承認したことを

実践して、公園をより豊かなものにする。

公園マネジメント会議として実践することとした活動に対して、
会員は、それぞれができる形で参加する。

各会員は、それぞれが持ち得る方法で協力する。

分科会活動において、県（公園管理者）

及び指定管理者は、内容により、場所や
資材・物品・備品を提供するなどで協力
する。

技術で協力する。 文化的なプログラムで協力する。

ネットワークで協力する。

人材で協力する。

備品で協力する。 など



通常、公園は、管理者（県）が整備して、公園管理事務所（指定管理者）が管理運営しています。行政機関であ

る管理者や公園管理事務所は、一般的に以下の特徴があります。

・安全性、公平性を前提とした考え方 ・判断や行動において組織で対応

愛・地球博記念公園は、このような行政の特徴を超えて、“公園利用者の満足度等を向上”を図るため、愛・地球

博で培った市民協働を基に、NPOなどの活動団体、民間企業、大学と、県や公園管理事務所が、1つの机に集ま

り、会員自らが「考え・話し合い・実践する」場として、公園マネジメント会議があります。

資料5-1

～公園の管理運営～

～公園利用者と公園活用者～

公園には、多くの人が様々な目的で訪れます。①公園に遊びに来る人、②公園で活動をする人、③公園を使って

イベントなどを企画する人などがいます。

①公園に遊びに来る人：お散歩、遊具で遊ぶ、プログラムに参加するなど個々の目的で来園し、楽しむ。

②公園で活動する人：プログラムを提供するなど各自の活動を、自らが実施し、活動をまっとうする。

③公園を使ってイベントなどを企画する人：イベントを企画し、出展･出演者を集め運営するなど、来園者に

イベントを提供する。

公園利用者の満足度向上には、多様な公園利用者の多様なニーズに対応する必要があります。そので、本会議

は、様々な分野や立場の会員がいることで、公園の抱える課題への対応や魅力的な取組を協議・実践するにあた

り、専門的な知識などの技術力、実行力、ネットワーク力などそれぞれの出来ることを出し合い、お互いを補って行く

ことで、大きなインパクトを発揮することが出来ます。

公園マネジメント会議は、2005年「愛・地球博」の成果である「市民参加・市民協働」を継承・発展させるため、

愛・地球博記念公園において “ 県民と行政のパートナーシップにより、公園利用者の満足度向上等を目的に、

利用者目線で公園の管理運営を行う協議・実践の場 ” として、2009年3月に発足しました。

最後に、公園マネジメント会議は、公園全体を見据えた管理運営を考え、課題解決に向けての提案、実行をする

ことで、愛・地球博記念公園の魅力を最大限に発揮することを目指します。

まとめ

公園マネジメント会議の意義

発足の経緯

利用者目線で公園の管理運営

～公園マネジメント会議だから出来ること～

～愛・地球博記念公園だから公園マネジメント会議がある～

（４）公園マネジメント会議の意義と仕組み

【テーマ１】公園マネジメント会議の意義について、明文化して共有する。
・会議の発足から11年目となり、発足当初は、暗黙の内に共有されていた意義を、誰もが見ら

れる形で共有する必要がある。

・運営ルールブックの「はじめに」に記載し、随時見直すこととする。

「はじめに」（案）

＜プログラム＞

説明（5分） ⇒ セッション１（15分） ⇒ 全体共有１（10分）

テーブル毎にGW 各テーブル毎に発表





 キャンプ場予定地・林床花園他植樹
110 本
120 本

 2013年10月6日  名古屋ガールスカウト 317 本
500 本

40 本
 2019年6月9日  名古屋ガールスカウト 60 本

合 計 12331 本

《愛・地球博記念公園内植樹、NPO法人どんぐりモンゴリ様、2012～》

《名古屋ガールスカウト様、キャンプ場予定地・林床花園植樹、2013～》

《瀬戸市キッズアカデミー様、キャンプ場予定地植樹、2012～》

《名古屋ガールスカウト様、中津川市加子母水源の森植樹、2014～》

～

NPO法人 どんぐりモンゴリ様と、

瀬戸市キッズアカデミー様・名古屋ガールスカウト様の、

ポット苗づくり体験や植樹のお手伝いを

2012年から続けています。

NPO法人 どんぐりモンゴリ様と岐阜県中津川市加子母の、中嶋工務店様所有の

山林に山栗を中心に植樹しています。

山の中腹より上に植えて動物たちの餌場をつくり

里に動物が下りてこないようにする事と、

3～40年後の岐阜県重要有形民俗文化財明治座の改修に向けて、

屋根に使用する栗の割り板用の木材確保が目的です。

地元の方たちが拾ってくれた栗を送っていただき、

工場でポット苗を作って送り返したり、植樹にも参加しています。

現在3000本以上を植えていて、これからも続けて植樹して行くそうです。

OK

OK

横浜ゴム株式会社 新城工場 資料６


